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Ⅰ．研究の目的

　視覚活用が困難な児童は，2 次元や 3 次元に表さ
れているイメージを主に触覚を活用して認識してい
る。視覚障害教育では，2 次元の画像情報は，輪郭
線を主とした凸線図として児童生徒に提供されるこ
とが多い。これらは「触図」や「凸図」といわれて
いる。かつては，視覚に障害がある児童，特に早期
から視覚活用が困難な児童については，こうした凸
図の活用についても消極的な考え方が強かった。
　しかし，近年，視覚障害者のための 2 次元情報の
活用に関する研究や，実践的な指導法の開発が積極
的に行われるようになり，こうした考え方が必ずし
も適切ではないという成果が示されている。例え
ば Kennedy（1993）は，全盲者の触図の理解と触図
による 2 次元イメージの表現の可能性に言及してい
る。Heller（2000）も，盲人の触図活用の潜在的可
能性を指摘している。実際に，2 次元画像を上手に
読み取り，また，描画することのできる全盲児童も
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育ってきている （大内，2001）。
　一方，同じ 2 次元的画像でも，いわゆる絵画につ
いては，その内容の情報量が多く，しかも，3 次元
の状態が 2 次元的に表現されている場合，その画像
イメージを，触覚で認知しやすい 2 次元的な触図で
表現することは難しいことであった。そのため，視
覚障害者の絵画鑑賞については，長い間，晴眼者が
絵画の内容を言語的に読み取って，視覚障害者にそ
れを口頭で説明するという手法がとられている。こ
の方法では，晴眼の鑑賞者が読み取った情報や心理
的な感動を伝えることはできるが，実際に絵画に表
されている構図や描かれている人物や事物の状態
が，受け取る側の視覚障害者に的確に伝わるかどう
か不確実な面が大きい。絵画の画像情報を的確に捉
えるためには，音声だけの情報伝達では不十分であ
る。触覚を活用することができれば，この制約の軽
減が期待される。
　こうした状況に鑑み，絵画の画像を半立体的な浮
き彫りに翻案して表し，絵に表されている事物やそ

（原著論文）
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の空間的配置などを触覚活用によってより具体的
に，直感的にとらえさせ，その絵に表されている図
像把握の手がかりとして活用しようとする試みが行
われるようになった。このような視覚障害者のため
の「半立体的翻案絵画（触る絵）」の作製と鑑賞の
原理は，イタリアのカヴァッツァ盲人協会に附設さ
れているアンテロス古典および現代触る絵画美術館

（以下アンテロス美術館）（Museo Tattile di Pittura 
Antica e Modena Anteros）によって開発されたも
のである（Gualandi, P.& Secchi, L. 2002）。この「半
立体的翻案絵画」を利用することにより，触覚的な
手がかりも活用して画像のイメージをとらえること
ができるようになった。この方法によっても視覚障
害者が晴眼者と全く同様に絵画鑑賞ができるように
なるわけではない。しかし，鑑賞の手がかりが不十
分であった平面的な凸図や音声のみによる説明中心
による鑑賞に比べれば，より具体的に画像のイメー
ジが得られ，絵画への親近感を強めることにも貢献
できることになった。
　ところで，Frostig（1997）は，空間理解を次の 3
つの枠組みに整理している。すなわち，1）形状の
弁別，2）空間における位置，方向の知覚，3）異な
る空間どうしの関係の理解，である。絵画鑑賞では，
1）と 2）の枠組みが重要な意味を持つが，触る絵は，
形状の弁別に関して寄与できるといえる。2）の空
間における位置，方向の知覚については触る絵では，
奥行きが限られているため，3 次元空間をいくつか
の層に切り分けて表現することにより遠近感を表す
手法をとっている。この方法では，画像の前後関係
は明確に表すことができるが，距離感までをとらえ
させることは困難である。こうした感覚的に実感で
きない内容については，触る絵においても，言語に
より丁寧な説明を施すことで対応することになる。
　本研究では，絵画に表されている遠近感，特に距
離感について可能な限り感覚的に把握してもらうた
めに，江戸時代後期に流行したおもちゃ絵の 1 種で
ある立版古（たてばんこ）の原理を応用して，半立
体的翻案絵画鑑賞の際の遠近理解のための補助教材
の開発を試みた。その上で，当教材の効果について
検討した。

Ⅱ．絵画の半立体的翻案

１．半立体的翻案絵画について
　筆者は，全盲者の絵画鑑賞を支援する方法の 1 つ
として，絵画の画像の半立体的翻案に取り組んでき
た（大内，2005）。この取組は，イタリアのアンテ
ロス美術館で，先行的に進められてきたものであ
る。アンテロス美術館には，イタリアのルネッサ
ンス期の絵画を中心に 50 点ほどの絵画が「触る絵」
に翻案されている。これらの作品は，浮き彫りによ
る半立体的な形状になっている。この浮き彫りは，
元来イタリアの伝統的な技法であり，15 世紀にそ
の起源を認めることができるが，こうした伝統的な
浮き彫りは触覚による鑑賞を意図したものではな
かった。アンテロス美術館では，ボローニャ応用彫
刻研究所と協力して，遠近法的手法を取り入れた視
覚障害者のための浮き彫りの技法の開発に取り組ん
だ（Secchi,2004）。
　この取組において，絵画を触る絵へ翻案する際の
基本原則，すなわち①絵画に描かれている 3 次元空
間の層化，②事物を圧縮した半立体表現，③触覚
的特性に考慮した形状のデフォルメの 3 点が示され
た。とくに事物の圧縮的表現と 3 次元空間の層化の
原理は，2 次元の絵画に描かれている立体感，奥行
き感，遠近感の再現に不可欠だといえる。筆者は，
アンテロス美術館と協力して，葛飾北斎の「神奈川
沖波裏」等の半立体的翻案絵画を製作するととも
に，情報技術を活用した半立体的翻案絵画の複製法
の開発に取り組んできた（大内 ,2005）。

２．触る絵への翻案の基本原則
（1）圧縮による表現
　圧縮による表現とは，平面絵画に表された事物（2
次元）を実際の空間イメージ（3 次元）ととらえな
おし，それを正面から一方向に圧縮して扁平に変化
させることで半立体の空間として再現することを意
味している。原画の中で最も強調したい形態につい
ては，より立体的に表現し，輪郭部は単に浮き上が
らせるだけでなく，その背部に手指を入り込ませる
ことができるようオーバーハング状になっている。
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①モナリザ

②神奈川沖波裏

図1　「半立体的翻案絵画」作品例

（原画） （半立体翻案作品）

（原画）

（半立体翻案作品）
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そのことにより高低が認識しやすい状態にまで浮き
出させることができ，奥行き感を効果的に伝えるこ
とができるようになるのである（図 2）。

（2）層化による表現
　層化による表現とは，平面絵画に表された 3 次元
的な遠近の違いをいくつかの層（レイヤー）に切り
分けて再現することである。その概要について，筆
者らが作成したフェルメール作「牛乳を注ぐ女」の
触る絵を例に説明する。
　「牛乳を注ぐ女」の画像は，手前のテーブル，そ
の奥にいる女性，背景となる壁の 3 層に区分するこ
とができる。このように平面絵画に表された空間に
ついて，その近景，中景および遠景を触覚的に認知
しやすいように層化して表現することにより遠近の
違いをより明確に理解することが可能となる（図 3）。

（3）触覚的特性に考慮した形状等のデフォルメ
　浮き彫りによる翻案では，原画を忠実に再現しな
い場合がある。「牛乳を注ぐ女」の作品を例に記す。
この絵では，背景の壁にある籠や薬罐は，手前のテー
ブル上の事物に比べ，より平面的に表した（図 4）。
　また，ボッティチェリの「ヴィーナスの誕生」に
おいては，絵画全体に舞い散っている花びらが描か
れている。これらを忠実に表現してしまうと，人物

や事物をより直感的にイメージすることを阻害する
要因となりかねない。そこで，こうした場合は，オ
リジナル作品を損なわないことを考慮しつつ，触覚
的な鑑賞の妨げにならない程度に減じて花びらを布
置してある。
　また，フェルメールの「牛乳を注ぐ女」において
は，手前のテーブルに壺や籠，パン等が並べられて
いるが，こうした複雑な表現の例では，忠実に半立
体的に表しても，触覚では捉えられにくいことが考
えられる。こうした場合も，原作を損なわないよう
に留意しながら，触覚的に捉えやすいようにデフォ
ルメしていくことになる。
　このように，できる限り原作品の再現をめざしな
がらも空間分解能が視覚に比べて格段に低い触覚の
特性に配慮した対応をすることによって，遠近感を
とらえやすくしたりイメージを持ちやすくしたりす
るのである。この場合，デフォルメした部分につい
ては，出来る限り言語的な説明で補うことになる。

３．立版古と層化表現
（1）立版古の起源
　絵画を半立体的に翻案した触る絵によって，絵画
に表されている人物や事物，風景等の内容を触覚的
に理解できるようになった。しかし，あくまでも平
面的画像の領域にとどまるものであり，絵画に表さ

図2　圧縮による半立体化の原則の概念図

平面画像の半立体的翻案 

オリジナル２次元画像 

半立体教材 

２次元画像の３次元イメージ 

３次元イメージの半立体的圧縮 
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図3　絵の３次元表現に対応したレイヤー化の概念図

図4　完成した触る絵「牛乳を注ぐ女」 
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れている 3 次元空間をとらえることは困難である。
　そこで，筆者は，立体感や奥行き感をより印象深
く理解させることが可能であり，かつ製作が容易で
経費的な負担も比較的軽い，層化表現に特化した簡
易版 3 次元翻案教材の開発を試みた。この教材のヒ
ントになったのは，江戸時代から明治期に流行した

「立版古」（たてばんこ）というおもちゃ絵である。
　立版古とは，江戸時代後期（幕末）から大正期
中頃にかけて流行したおもちゃ絵の 1 種である（山
本，1976）。1 枚の和紙に歌舞伎の場面などの絵柄
が印刷されており，それぞれのパーツを切り抜ぬい
て，それらを 1 面が開放された箱の中に立体的に組
み立てて遊ぶものである。完成した立版古は，図 5
に示した例のように，ジオラマ的な立体的な作品と
なる。
　立版古の正式名称は，「切組灯籠」「組上げ灯籠」
という。その他にも「組上げ」「組上げ絵」「起こし絵」
等様々な呼称も使われていたという（斎藤，1997）。
立版古という表現は元々上方での俗称であり，江戸
時代に錦絵や摺物など木版印刷物のことを，はんこ
う（版行，板行）と呼んだことに由来するといわれ
ている。
　多田（1992）によると，寛政 12 年（1800）に発
行された武江年表に「児輩の玩ぶ組上燈籠は，元大
坂のものなりし，夫故はじめは京の生州，大坂の天

満際の図杯を重版せり，寛政・享和のころ，政美（田
中政美）多く画けり。又北斎も続けて画けり。文化
に至り，歌川国長，歌川豊久，此枝に工夫をこらし
数多くの画き出せり」と示されており，1700 年代
後半にその起源が認められる。
　立版古には，歌舞伎の名場面などに題材を取るも
のが多かったようである。
　明治初期には，この立版古が幼児教育用の教材
として活用されている（古川，2007）。具体的には，
小学校就学前の幼児用教材として制作された「幼童
家庭教育用絵画」にその原理が活かされている。古
川（2007）によると，明治初期の就学前幼児の教育は，
フレーベルの教育観に基づく西洋風の幼児教育，家
庭教育理論に基づく教育，貧民救済・就学督促をね
らいとした「子守学校」の 3 つの系譜に整理できる。
フレーベル教育は富裕層が対象であり，子守学校は
貧民層が対象，家庭教育理論の立場はその中間と言
うことになる。フレーベル教育では，「恩物」が教
材として用いられていたが，家庭教育理論において
は，フレーベルの教育理論は反映されず，むしろ江
戸時代の紙玩具が持つ要素を引き継いだ教材が用い
られていた。その 1 つが「幼童家庭教育用絵画」で
ある。「器械体操組み立て図」「馬車組み立て図」「西
洋人形着せ替え図」など，絵の題材は西洋のもので
あったが，錦絵を切り抜いて着せ替え人形として遊

図5　立版古の作品例神奈川沖波裏（Tatebanko.com製の図版を組み立てたもの）  
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んだり，パーツを切り抜いて組みたてたりして遊
ぶ，まさに，江戸時代に組み立て玩具として普及し
ていた立版古の原理を取り入れたものであった。
　古川（2007）は，「これらの教育錦絵は，恩物型
幼児教育とは異質のもので，外国の翻訳や保育事情
の紹介が溢れるなかで，日本の保育理論を模索しつ
つ日本の実態に即して選択された教育方法の一形態
と捉えることができる」と述べている。なお，子守
学校では独自の教材自体が存在しなかったようであ
る。
　このように，一時隆盛した立版古であるが，大正
時代以降はあまり見かけられなくなり，のちに廃れ
てしまった。

（2）立版古の空間表現の特徴
　山本（1976）によると，劇作家安藤鶴夫が，「立
版古は起こし絵ともいうが，木版の古風な絵を切り
抜いて，そっくり芝居の舞台面のように，遠くの方
をせまく，手前の方を広く，大きく組み立てて，あ
かりなんかをつけたりして，芝居の舞台をそのまま
にみせるおもちゃである」と記しているという。
　立版古は，1 つ 1 つのパーツは紙を切り抜いた平
板なものであるが，それを 3 次元的に組み立てるこ
とにより，立体的特徴を簡略化して表すところに大
きな特徴があるといえる。また，立体的に組み立て
てはあるが，情報を選択し，構造を単純化して表現
するという手法は，触覚を活用する場合も都合がよ
い。この考え方は，「半立体的翻案絵画」における空
間を層構造化した奥行き表現と共通するものである。

（3）限定された視点の方向
　山本（1976）は，立版古が単なるグラフィック・
トイの１つであると見なされていることに反論して
次のように述べている。「仕立て上げられた立版古
は，細い木の枠で組まれた屋台の中の，板張りの舞
台に立て並べられている。この舞台の両側面と，上・
後の 4 面は不透明の紙で塞がれていて，横からも後
ろからも見られないようになっている。というより
も，もともと正面以外からは見てはならないもの」
なのである。
　このように，立版古は彫刻などの立体造形物とは

異なり，見る方向が限定されているところにも大き
な特徴がある。見る方向が制限されているという点
で，3 次元空間が 2 次元の平面に描かれている絵画
に通ずるところがあるといえよう。

（4）立版古の原理を活用した視覚障害教育用簡易
3 次元教材の作成法の開発

　1）背景
　図 6 は，盲学校における触覚教材の活用状況を示
したものである（大内，2005）。これによると，触
覚教材にはさまざまあるが，日本の視覚障害教育の
場では，2 次元的な凸図が容易に作成できる立体コ
ピーが触図教材として主に利用されている状態にあ
るといって良いのではないだろうか。この立体コ
ピーが重宝されている理由としては，その簡便性が
考えられる。普通文字の資料であれば，文書編集ソ
フトを使って，グラフィック情報が入った資料が簡
単に作成でき，プリンタで大量コピーが容易にでき
る。だが，触覚教材はそういうわけにはいかない。
まず，触覚認知に適した原図や原版を作成するのに
大変手間がかかる。また，それを複製するのも容易
なことではない。立体コピーはこうした負担感を解
消してくれた。その点で視覚障害教育にとって画期
的な教材作成法であり，その貢献度は高く評価され
て良い。しかし，図 6 に見られる立体コピーの偏重
は，立体コピーのその簡便性ゆえに，本来立体コピー
を用いることが適切でない触覚教材までが，立体コ
ピーで作成されたり，理解の難しい段階の児童生徒
に用いられたりしている状況にあることを示唆して
いる。
　しかし，そうはいってもこうした状況が急速に改
善することは期待できない。そこで，立体コピーの
ような平板な凸図を上手に活用して，3 次元的な空
間特に奥行きに関する理解を深めさせる方策を考え
ることが賢明である。
　こうした点も，立体コピーを活用した立版古の原
理を応用した立体教材を開発した理由の1つである。
　2）絵画の立版古化
　既に開発されている「半立体的翻案絵画」の作品
について，立体コピーを活用した立版古の作成を試
みた。
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　以下にその作成の手順の概要を述べる。
①　立体コピーの原版とするために，元図となる絵

画の原図について，色彩情報を削除したグレース
ケール画像に変換する。

②　原画に表現されている 3 次元空間を層構造の原
理で切り分ける。

③　それぞれの層毎の図案について，必要に応じて
画像をデフォルメし，それを立体コピー用紙にコ
ピーする。

④　立体コピー用紙を現像機にかけ，2 次元的凸図
にする。

⑤　凸図化された立体コピー用紙を厚手のボード等
に貼り付ける。強度をもたせ，立てても変形しな
いようにすることと触っても変化しにくいように
するためである。

⑥　必要な部分だけをカッター等で切り抜く。
⑦　層構造の順序通り，並べて完成。

　この手順に従って作成した具体例を以下に紹介す

る。作品は，本研究の検証実験で用いた，レオナル
ド・ダ・ビンチの「モナリザ」である。
　本作品は，最初 1503 年 3 月から 1505 年 5 月の間
にフィレンツェにあるサンタ・マリア・ノベッラ教
会（Basilica di Santa Maria Novella） の「法王の間」
の回廊で描かれたといわれており，人物のすぐ後ろ
に回廊の仕切りと飾りが描かれている。その背後に
レオナルド・ダ・ビンチの心象によると思われる風
景が広がっている。この風景は中景と遠景に切り分
けられる。ちなみに，この背景は，左右に 2 分割し
て位置を入れかえて並べると，1 つの連続性のある
元絵とは異なった風景が現れてくることが知られて
いる。これももこの絵の謎の 1 つとされている。
　以上のような解釈に基づいて，「モナリザ」の立
版古の作成にあたっては，画像を 4 つの層に分割す
ることにした。つまり，①人物像，②回廊の仕切り，
③背景（中景），④背景（遠景）である。図 7 に示
したとおりである。
　これを発泡スチロールの板材を敷き詰めた台に

図６ 盲学校における触覚教材の活用状況

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

図 6　盲学校における触覚教材の活用状況
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3 次元のイメージに即して布置したものが図 8 であ
る。このように層として 3 次元的に布置し，画像に
表されている空間関係を触覚でとらえさせることに
なる。
　さらに，実際の層と層の間の距離等を言語で補足
説明することにより確実なイメージを築いていくこ
とが可能になると思われる。

Ⅲ．立版古の原理を活用した
絵画鑑賞への効果（検証実験）

　
　「半立体的翻案絵画」の鑑賞における「立版古」
補助教材の活用の可能性を確かめるために，触覚に
よる 3 次元の形状認知に及ぼす効果を検証した。こ
の「立版古」補助教材は，絵画に表されている遠近
感を可能な限り感覚的に把握してもらうために，「立
版古」の原理を応用した，遠近理解用のための教材
である。
 
１．方法

（1）被験者　　
　言語によるコミュニケーションに支障がない全盲
の盲学校高等部在籍の生徒 10 名を対象とした。男
性が 7 名，女性が 3 名であった。全員が点字使用者
であった。

（2）材料
　1）石膏の半立体翻案絵画作品「モナリザ」
　本作品は，原画を基にレリーフ作家により翻案さ
れたものあり，前述した翻案原則に基づいて作成さ
れている。粘土で原型を作成し，その型をとって，
石膏で製作したものである。本作品はアンテロス美
術館によって作成された。サイズは面の大きさが縦
59 cm ×横 39 cm であり，最大の高さが 11cm であ
る（図 9）。
　2）立版古版「モナリザ」
　立版古の原理による補助教材として，前述した教
材を用いた（図 7 及び図 8 参照）。

（3）手続き
　1）実験は著者が実験者となり，個別に実施した。

被験者は最初に石膏製半立体翻案作品を触覚により
観察した。その作品は机の上に傾斜して置かれ，被
験者はその正面に向かって座った。実験者は，被験
者の左側に同じ向きですわり，言語により作品に現
れている事象や色彩などについて説明をした。解説
資料に従って，表現されている内容を実験者が説明
し，被験者に両手で探索してもらった。探索の開始
時には，作品の置かれている状態を確認するため
に，実験者が軽く被験者の手指に触れ，作品の位置
をガイドした。言語による解説の内容については，
点字の補助資料として被験者に示した。探索時間に
制限を設けず，全体を触ってから各部分を丁寧に順
番に触ってもらった。
　観察終了後，半立体翻案絵画の形状理解に関連し
て，以下の項目について口頭で質問した。
①点図や触図との比較における内容のとらえやすさ
②人物像のイメージの把握しやすさ
③半立体翻案作品の絵画鑑賞の支援への有用感
④半立体翻案作品の大きさの印象
⑤半立体翻案作品の材質の印象
　評定はリッカート法を用いて，「非常によい」「よ
い」「あまりよくない」「よくない」の 4 件法での回
答を求めた。実験者が記録用紙に回答を記入した。

「非常によい」を 4，「よい」を 3，「あまりよくない」
を 2，「よくない」を 1 として数値化し，統計処理した。
あわせて自由に感想を述べてもらった。
　2）石膏の「モナリザ」半立体翻案作品を鑑賞し
た後に，被験者は「立版古」補助教材を触察し，絵
画の 3 次元的広がりを確認した。その際，実験者は
言語により補足説明をした。
　作業終了後，「立版古」補助教材の効果を検証す
るために口頭で以下の質問をし，同様に 4 件法で評
定してもらった。実験者が記録用紙に回答を記入し
た。合わせて，自由に感想を述べてもらった。
①実際に「モナリザ」に描かれている 3 次元空間の

広がりの理解に役だったか
②「立版古」による 3 次元空間の広がりを理解する

方法が，「モナリザ」以外の絵画でも活用できる
と思うか

　3）被験者の触察の様子及び回答は全て録画した。
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図7　「モナリザ」の立版古（パーツ）  

人物像 建物の回廊の柵  
 

背景 中景 背景 遠景 
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図9　半立体翻案絵画作品「モナリザ」

 

図8　「モナリザ」の立版古（配置）

 

図 8　｢モナリザ｣ の立版古（配置）
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（4）調査時期
　2009 年 12 月に実施した。

（5）倫理的配慮
　実験は，学校長の許諾を得て，本人の承諾の下に
実施した。また，実験には，生徒の所属学部の教員
が責任者として立ち会った。

２．結果
（1）半立体翻案絵画の形状理解について
　半立体翻案絵画の形状理解に関する各質問につい
て，4 件法により回答してもらったが , 結果は図 10
に示したとおりである。
　以下に，各質問毎に整理した回答結果を示す。
1）点図や触図との比較における内容のとらえやすさ
　触覚による観察で，作品に描かれている内容につ
いて，日常の学習で使用している点図や触図と比較
したときのわかりやすさの印象をたずねたが，「非
常にとらえやすい」が 8 名，「とらえやすい」が 2 名で，

「あまりとらえやすくない」「とらえにくい」と回答
したものはなかった。全員が肯定的な評価を示した

（図 11）。
　4 件法による回答の平均は 3.8（SD 0.42）であった。
2）人物像のイメージの把握しやすさ
　今回鑑賞した「モナリザ」の触る絵について，触

覚による探索で人物像のイメージが把握しやすかっ
たかどうかたずねた。「非常に持ちやすい」が 4 名，

「どちらかというと持ちやすい」が 6 名。「持ちやす
いとはいえない」，「持ちにくい」という回答はなかっ
た（図 12）。4 件法による回答の平均は，3.4（SD 0.52）
であった。
3）半立体翻案作品の絵画鑑賞支援への有用感
　実験で用いた石こうによる版立体的に翻案した絵
画作品が絵画鑑賞の支援に役立つかどうかという質
問に対しては，「非常になる」が 8 名，「なる」が 2
名であった。「あまりならない」，「ならない」とい
う回答はなかった（図 13）。この質問に対しても全
員が肯定的であった。回答の平均は 3.8（SD 0.42）
であった。
4）半立体翻案作品の大きさの印象
　作品の大きさについては，「非常によい」が 3 名，

「よい」が 7 名，「あまりよくない」，「よくない」と
回答したものはいなかった（図 14）。この作品は，
触覚による観察を考慮して，腕を広げてもゆとりを
持ってさわれる程度まで原画を縮小して（縦 59 cm
×横 39 cm）表したものである。平均 3.3（SD 0.48）
であった。
5）半立体翻案作品の材質の印象
　材質感については，「非常によい」が 4 名，「よい」
が 6 名で，「あまりなくない」「よくない」という回

図10　石膏作品の評価
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図 10　石膏作品の評価
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答はなかった（図 15）。平均 3.4（SD 0.52）という
結果であった。今回観察の対象とした作品の素材は
石膏であったが，触感に問題はなかったといえる。
　以上の結果から，石膏による半立体作品は概ね肯
定的に受け止められたと考えられる。

（2）立版古補助教材の評価について
1）3 次元の広がりのとらえやすさ
　「立版古」補助教材により，絵画に描かれている
3 次元空間の確認作業を行った後に，それが「モナ
リザ」に描かれている 3 次元空間の広がりをとらえ
るのに有効であったかどうかについてたずねた。

　「非常にとらえやすい」が 4 名，「とらえやすい」
が 6 名，「とらえやすいとはいえない」「とらえにく
い」と回答したものはいなかった（図 16）。    

図11　点図や触図との比較における内容のとらえやすさ
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図12　人物像のイメージの把握しやすさ
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図13　絵画鑑賞の支援への有用感 
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図14　作品の大きさの印象
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図15　材質感の印象 
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図16　立版古による3次元の広がりのとらえやすさ

0 2 4 6 8



－ 78 －

大内：「立版古」を活用した全盲児の触覚活用による３次元空間理解のための教材に関する開発的研究

－ 79 －

　得点の平均は 3.4（SD 0.52）であった。立版古を
用いることにより，絵画に描かれている 3 次元的な
空間について，より具体的な印象を持ちやすく，遠
近感の理解に有用であったことが示された。
2）次元空間理解に対する有用性
 この「立版古」による 3 次元空間の広がりを理解
する方法が，「モナリザ」以外の絵画でも活用でき
ると思うかどうかという問に対しては，「非常に役
立つ」が 7 名，「役立つ」が 3 名，「役立つとはい
えない」「役立たない」という回答はなかった（図
17）。
　得点については，平均 3.7（SD 0.48）という結果
が示された。
　実験後の感想として，「今までは言葉だけの説明
だったが，この方法の方がイメージを持ちやすい」

「今までになかった示し方で 3 次元空間がとらえや
すい」「今までにない方法であり，この方法だと奥
行きもとら捉えやすくなる」等の「立版古」の原理
を積極的に支持する意見が多く，「立版古」が 3 次
元空間の広がりの理解に活用できることが示唆され
た。
　一方，少数であるが，「この方法では，相対的な
関係は理解できるが，実際の距離感が把握しにく
い」という感想もあった。

３．考察
　いわゆる「絵画」については，視覚活用ができな
い場合は，その画像については言語的な説明によっ
て理解するという状態が続いていた。こうした状況
に鑑み，絵画の画像を 3 次元的な浮き彫りに翻案し
て表し，絵に表されている事物やその空間的配置な
どについて触覚を活用してより具体的に，直感的に

とらえさせ，その絵に表されている図像を把握させ
ようとする試みの 1 つとして，視覚障害者のための

「半立体的翻案絵画」（触る絵）が考案された。こ
れを利用することにより，触覚的な手がかりも活用
して画像のイメージをとらえることができるように
なった。しかし，この半立体的絵画鑑賞でも，3 次
元空間における位置，方向の知覚について画像の前
後関係は明確に表すことができたが，距離感までを
とらえさせることは困難であった。
　例えば，長尾（2006）は，半立体的翻案絵画「モ
ナリザ」の鑑賞記のなかで，「その顔は，手のひら
ぐらいでやや右を向き，眉を剃り，二重まぶたの大
きな目は遠くを見ています。鼻筋は日本人のように
へこみがなく，小鼻は平坦です。唇はもの言いたげ
に少し出て，その両脇の口元は横に引かれ，いわゆ
る〈モナリザの微笑み〉が手でわかるのです。何を
訴えるのか，ぞくっとします。」と記している。絵
画の 1 つ 1 つの要素が，例えば，この場合は顔の表
情であるが，視覚により鑑賞している場合とそれほ
ど変わらないと思えるくらい詳細にとらえられてい
ることがわかる。立体コピーや点図のような平板な
凸図では，このレベルまでの回答を求めることは困
難だと思われる。このように原作に忠実に半立体的
翻案がなされていれば，各要素の情報は触覚をとお
して理解してもらうことができる。一方，奥行きの

図17　3次元空間理解に対する有用性

0 2 4 6 8

表1　「立版古」の効果について

 

A  4   3 
B  3   4 
C  4   4 
D  3   4 
E  3   3 
F  4   3 
G  4   4 
H  3   4 
I  3   4 
J  3   4 

  3.4   3.7 
SD  0.52   0.48 
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理解についてはどうだろうか。背景について長尾
（2006）は，次のように記している。「･･･（モナリ
ザは）バルコニーにおいた椅子に腰掛けています。
遠近法で描いた山が背景になっていて，彼女の右側
には川が見えます。」背景に景色が描かれているこ
と，遠近法にしたがって，背景の山が小さく描かれ
ていることはとらえられているが，そこまでの距離
については触れられていない。
　こうした点を踏まえて，本研究では，絵画に表さ
れている遠近感を可能な限り感覚的に把握してもら
うために「立版古」の原理を応用した遠近理解用教
材を開発し，当教材の 3 次元理解の効果について検
証した。その結果は，概ね「立版古」の原理の活用
を支持するものであった。内観として「これまで経
験したことのない空間理解の方法であり，奥行きの
広がりのイメージを持つ一助となった」と明確に立
版古の有効性を支持した被験者が 3 名いた。半立体
的翻案絵画で画像に描かれているイメージを触覚的
にとらえた上で，立版古補助教材を併用する事によ
り画像に描かれている 3 次元空間がさらにイメージ
しやすくなったと考える。

Ⅳ．全体考察

１．視覚障害教育用立版古教材の可能性と配慮点
　立版古の 1 つ 1 つのパーツは，紙を切り抜いただ
けの平板なものであるが，それを 3 次元的に組み立
てることにより，立体的特徴を簡略化して表すとこ
ろに立版古の大きな特徴がある。立体的に組み立て
てはあるが，情報を選択し，構造を単純化して表現
するという手法は，触覚を活用した鑑賞にも適して
いる。この考え方は，半立体的翻案絵画において空
間を層構造化して奥行き表現する手法と共通するも
のでもある。今回開発した，視覚障害者用の立版古
は，立体コピーシステムで作成した凸図版を切り抜
いて作成したため，それぞれのパーツに描かれてい
る内容を触覚で確認することができた。平面的な凸
図だけでは，表現力に限界があるといえるが，今回
の評価実験では，先に半立体翻案絵画を触っている
ため，それぞれのパーツの立体的形状のイメージを
しっかり把握した上で，平面的な凸図を確認すると

いう手順を踏むことができた。そのため，違和感な
く，各パーツの前後関係の理解に集中することが可
能なったのではないかと思われる。
　立体コピーは凸図としての表現力は乏しいが，作
成の簡便性故に，広く学校現場に普及し，もっとも
利用頻度の高い触覚教材となっている。立版古の原
理を応用して教材を作成することにより，一枚の立
体コピーでは表現できなかった 3 次元的な表現もで
きるようになる。この点で今後，この方法の活用が
期待される。
　また，米田・工藤・大西（1998）は，視覚情報が
なくても触覚活用による学習を繰り返すことで空間
における位置関係が理解できることを明らかにして
おり，絵画が具象的で，描かれた場所と描かれてい
る内容が明確な場合は，大まかな遠近感をイメージ
することが十分可能だと思われる。この場合は，単
に立版古だけで 3 次元空間を理解しようするのでは
なく，盲人用の立体地図等も参照して，できるだけ
正確な広域の空間イメージが形成できるように働き
かけていく必要があるといえる。また，確実な空間
イメージを形成するためには，こうした教材を用い
て，繰り返し学習することも重要だと思われる。

２．対象となる絵画と立版古の活用法
　今回検証に用いた半立体翻案絵画は「モナリザ」
であった。この絵は，人物像は具象的に描かれてい
るが，背景の景色は，当時のトスカーナの景色が取
り入れられているともアルプスの景色が取り入れら
れているともいわれているが，実際にある風景では
なく，レオナルド・ダ・ビンチの心象が表現された
ものだと一般に膾炙されている。そのため，厳密な
意味での相対的な距離を「立版古」で示すことは困
難である。しかし，一般的な感覚から大凡の距離は
示すことが可能である。
　一方，図 18 に示したような，教科書や参考書な
どの挿絵の場合は，距離感をとらえることは困難な
題材である。これまでは，こうした教材は，そのま
ま凸図にしても触覚的には理解しにくいために，点
字資料に翻案する際には削除されてしまうことが多
かった。しかし，こうした教材についても，立版古
を活用することにより，船と海に漂っている人間と
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の大まかな空間布置などを 3 次元的に伝えることが
可能となるため，より具体的に，臨場感をもたせる
ことができるようになるものと思われる。
　こうした観点から，「立版古」の活用法について
は，大きく 2 つの流れで考えることができそうであ
る。
　1 つは，本研究で取り上げた，実空間の理解の補

助として活用する場合であり，もう 1 つは，教科書
の挿絵などを立体的に表すことにより，より臨場感
あるいはリアリティを持たせる教材として利用する
場合である。この点で，立版古の原理を利用する際
には，絵画の条件をしっかり検証する必要があると
いえる。また，簡便なものではあっても，平面的な
凸図よりも 3 次元空間の布置という点では立版古型

図18　挿絵の立版古への翻案例

2次元的な凸図（立体コピー）教材  
（ビゴー作「ノルマントン号」 文溪堂「社会科資料集」より）  

凸図を立版古風に再構成した補助教材  
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教材の方が表現力に優れている点も考慮すべきであ
ろう。
　このように立版古は，立体表現という点で様々な
活用法が考えられるが，触覚教材の活用で留意しな
ければならないのは，1 つの教材が万能ではないと
いうことである。立版古についても，実物や平面的
凸教材とともにそれぞれの特徴を活かしながら使い
分けていくことで，いっそうの効果があると思われ
る。今後さらに検証していかなければならない課題
である。
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　Abstract: It is challenging for blind students to 
appreciate visual arts such as painting. By producing 
3-D replicas of paintings through tactile perception, 
blind students are able to perceive the actual 
shape of objects, or the configuration in space of 
images represented in painting. Consequently, they 
can understand the contents more concretely and 
intuitively in relief paintings as well as the difficult to 
understand perspective of 3-D space.
　This article reports on a programme to develop 
materia ls for blind students to enhance their 
appreciation of the depth and perspective of painted 
images. The materials are based on principle of 

“Tatebanko” derived from omocha-e（i.e. toy pictures 
used for teaching and storytelling）prevalent in the 

late Edo Period in Japan. The principle of “Tatebanko” 
is the construction of 3-D space using layered parts of 
a printed scene. The use of relatively cheap and easily 
accessible capsule paper to construct the 3-D image 
allows blind students to observe the layered parts 
through tactile perception. A study of the perception 
of 3-D space by 10 students attending a high school 
for the blind was conducted using Tatebanko 
materials to  construct a relief image of “The Mona 
Lisa（Leonardo da Vinci）”. It was found that all 10 
students responded positively to the test materials.

　Key Words: “Tatebanko”, space recognition, tactile 
materials, education for the visual impaired, blind

A Developmental Study of Material Utilizing  “Tatebanko” for 
the Understanding by Blind Students of Three Dimensional 

Space by Touch
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